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事故やケガをする原因となり
ます。

自分で意思表示ができない
人に使わせない。また、身体
の不自由な人だけでの使用
は避ける。使用者の

制限

感電・ショート・発火の原因
となります。

本製品には必ず専用のAC
アダプターを使用する。
またACアダプターは、壁
のコンセントに直接差し込
み、タコ足配線にしない。タコ足配線

禁止

禁止

歯の治療中の人、歯に詰め物がある人は、イオン・EMS・ハイパーパルス
の刺激により、歯に違和感を感じることがあります。イオン・EMS・ハイ
パーパルスのレベルを下げ、使用部位を調節してお使いください。

使用禁止部位(P.2)には使用しない。

火災・感電・ケガの原因と
なります。 

引火性のもの（アルコール・シン
ナー・ベンジン・除光液・スプ
レーなど）の近くで使用しない。

禁 止

破損・発火の原因となります。

異臭・異常発熱したときは使
用を中止する。異臭・

異常発熱時
使用禁止

感電・ショート・発火の原因
となります。
修理はお買い上げの販売
店窓口にご相談ください。

ACアダプターが傷んだり、
コンセントの差し込みが
ゆるいときは使用しない。

傷んだ
コードプラグ
使用禁止

感電・ショート・発火の原因
となります。

浴室内、水場ではACアダプ
ターを使用しない。本体や
ACアダプターを水につけ
たり、水洗いしない。

水かけ
禁止

また、重いものを乗せたり、
はさみ込んだりすると、AC
アダプターが破損し、火災・
感電の原因となります。

ACアダプターを傷つけた
り、破損させたり、加工した
り、無理に曲げたり、引っ張っ
たり、ねじったり、束ねたりし
ない。無理な扱い

禁止

火災・感電・ケガの原因に
なります。
修理はお買い上げの販売
店窓口にご相談ください。

分解や修理・改造はしない。

分解禁止

感電・ショート・発火の原因
となります。

使用しないとき・お手入れ
するときは必ず電源をオフ
にする。

必ず守る

感電・ショート・発火の原因
となります。

アダプタープラグやプラグ
差込み口に水が付着してい
ないことを確認してから充
電する。

必ず守る

感電・ショート・発火の原因
となります。

使用しないときはACアダプ
ターをコンセントから抜く。
また、ぬれた手で抜き差しは
しない。ACアダプター

を抜く

火災・感電・事故の原因とな
ります。
※ 海外からの修理保証への
依頼は日本国内で配送、
受取可能な連絡先、住所
が必要となります。

交流100～240Vで使用す
る。（無料修理は国内のみ）
ACアダプターは根元まで
確実に差し込む。

必ず守る

発熱・発火・破裂の原因と
なります。

火のそばや炎天下、浴室など
高温多湿の場所に、放置
しない。
また、熱器具に近づけない。

発火注意

感電・ショート・発火の原因
となります。

本体やコンセントからACアダ
プターを抜くときは、必ず先端
のプラグを持って引き抜く。
また、ぬれた手で抜き差し
はしない。プラグ

を抜く

けむり・異音・においがする
など、異常状態のまま使用
しないでください。

万一、異常が発生したら、
ACアダプターをすぐに抜く。

ACアダプター
を抜く

警 告 警 告

注 意

事故やケガ、本体が故障する原因となります。
 ・ 肌に発疹、炎症、かゆみ等の異常を起こしている場合は使用しない。
 ・ 落としたり、ぶつけたりして損傷した場合は使用しない。
 ・ 業務用等、過剰な連続使用をしない。

以下の項目は行わない。

禁 止
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コットンの付けかた

1 本体からコットンストッパーを外す。

2 電極ヘッド部分にコットンを１枚のせ、 
コットンストッパーを押し込むように付ける。
※コットンストッパーでコットンがとまりづらい場合は、大きめで、薄手のコットンを
使用してください。厚手のコットンは止まりづらいため、半分に割いて使用してく
ださい。
※コットンが厚すぎるとRFの温感が弱くなる可能性があります。

3 コットンにお手持ちの化粧水やゲルを付ける。
※電極ヘッド面全体に化粧水やゲルがいきわたるように付けてください。
※さらっとした化粧水では、温感が弱くなる場合があります。
おすすめ化粧水・・・・・とろみのある化粧水
※使用後は電極ヘッドに付いた化粧水やゲルを必ず拭き取るか、
　軽く水洗いしてください。洗う際は水中に沈めないようにしてください。

使いかた

1 メイクを落として洗顔する。
・ 油分や汚れを落とし、お肌を清潔な状態にします。
※ COOLモードはメイクの上からでもご使用になれます。

3 POWER/MODEボタンを長押し（約３秒）して電源をオン
にする。モード、レベルを選択する。
・ POWER/MODEボタンでモードを選択してください。
・ LEVELボタンでレベルを選択してください。
※RF、LED、COOLのレベルは選択できません。
※初めて使用する場合や使いかたに慣れるまでは、必ずレベル1で使用してください。

2 必要な場合はコットンを装着し、化粧水を付ける。

●トリートメントのしかた

4 背面の手元電極（背面のシルバーの枠）に触れるように本
体を持つ。

6 POWER/MODEボタンを長押し（約３秒）して電源をオフ
にする。

トリートメント終了後お肌を整える。
・ 適宜クリームなどを塗布してください。
※使用後は毎回本体のお掃除をしてださい。（P．17参照）

7

5 P.15～16を参照して電極ヘッドをお肌にあてて動かす。
・ 各モードが終了するとスタンバイ状態（約２分間）になり、POWER/MODEボタンを
押すと次のモードがスタートします。（COOLモード終了時は電源オフになります。）

※使用中は必ず、電極ヘッドをしっかり肌にあててください。

※COOLモード終了時は自動的に電源がオフになります。

※充電端子に指を触れないようにお持ちください。
ピリピリと刺激を感じる原因となります。

基本の使いかた
●使用上の注意
●必ずお肌の上を動かしながら使用してください。同じ箇所にあて続けるとやけど
の原因となります。
●RFは使用時の化粧品の種類やお肌の状態によって、温度の感じかたが変わります。
●まぶた、目のまわりは使用しないでください（MOISTURE,RF LED,COOLモー
ド使用時以外）。
※LEDの光はまぶた、目のまわりに照射できます。その際、目を閉じ、電極ヘッド
をお肌から5cm以上離してください。

●MOISTUREモード、RF LEDモードおよびCOOLモードのLED光を直接のぞき
込まないでください。
●必ず手元電極に触れるように持ってください。
●推奨環境温度15℃～30℃
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よくあるご質問

Q A
化粧水やゲルは1回ど
れくらい使用すればよ
いですか？

本製品の特長として、化粧水やゲルを多く使用したほ
うがより温熱の体感を得ることができます。
目安として、コットンを使用する場合は、電極ヘッド全
体が化粧水でぬれるくらい使用してください。
ゲルはパール粒２つ分程度使用してください。
化粧水やゲルが少ないと感じたら付け足すことをおす
すめします。

使用後に肌がほてります RFの温めによるものです。
気になる場合はCOOLモード、保冷剤を使用するな
どしてお肌を冷やしてください。

お風呂で使用できま
すか？

本製品は生活防水対応（IPX4）のため、お風呂場で
の使用が可能です。ただし、シャワーの飛沫などに対
しての防滴仕様であり、水道の蛇口から出る水流や
水中には対応していません。水の中には入れないよ
うにご注意ください。

顔や手にピリピリ感が
あります

イオンクレンジング・イオンモイスチャー・EMS・ハ
イパーパルスによる電気刺激です。
LEVELボタンでレベル調節が可能です。心地よいと
感じる強さで使用してください。
初めて使用する場合や使いかたに慣れるまでは、必
ずレベル1で使用してください。

CLEAN・MOISTURE・
RF LEDモード使用時に
RFの温まりを感じませ
ん

電極ヘッドをゆっくり動かしたり、押し付け具合を強く
してみてください。
また、コットンの水分量が足りない可能性があります。
化粧水やゲルを足してください。
RFはオンとオフを繰り返しています。表示部に　　と
表示されているときにRFがオンしています。

コットンに汚れが付きま
せん

目に見えなくても汚れは落ちています。また、汚れの
付きかたには個人差があります。

RFで電極ヘッドが温まり
ません

RFは電極ヘッドを温めるのではなく、電気の力でお
肌を温めるものです。

COOLモードで冷えない
推奨環境温度以外で使
用している

15℃～30℃の環境で
使用してください→ →

COOLモードを連続使用
した

電源をオフにして３０分以
上本体を休ませてください→ →

ピリピリする・痛い

設定レベルが高い ＬＥＶＥＬボタンでレベル
を下げてください→ →

電極ヘッド全体がお肌に
あたっていない

電極ヘッド全体をお肌に
あててください→ →

設定レベルが低い
ＬＥＶＥＬボタンでレベル
を上げてください→ →

お肌に水分が足りない
または乾燥している

お肌を化粧水やゲルで湿
らせてからご使用ください
手を軽く湿らせてください

→ →EMSが弱い/感じない

熱い(COOLモード使用
時以外)

RFの熱さを感じない

RF、LED、COOLのレ
ベルが変わらない

レベル切り換えはイオ
ン+ハイパーパルスと
EMSのみです

筋肉に沿ってあててい
ない

電極ヘッドを筋肉に沿って
あててください（Ｐ.16）→ →

電極ヘッドをお肌に長
時間あて続けている

COOLモード使用時以外
は必ず動かしながら使用
してください

→ →

動かすスピードが遅い 少し速く動かしてください→ →

スタンバイ状態/オートオ
フになった（Ｐ.10）

電源を入れ直すか、
ＰＯＷＥＲ／ＭＯＤＥボタン
を押してモードをスタート
させてください。

→ →

お肌に水分が足りない
または乾燥している

お肌を化粧水やゲルで湿
らせてからご使用ください→ →

動かすスピードが速い 少しゆっくり動かしてくだ
さい→ →

こんな症状 考えられる原因 処置方法
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